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課
題 

・LGBT当事者への無理解や偏見が原因で、いじめや自殺につながりやすい 

・LGBTを知る機会や会う機会が少ないため、身近に当事者がいないと考える人が多い 
  

事

業 

内

容 

・

目

的 

船橋にも多様な性を語れる交流会を！ 

 【目的：LGBT当事者同士の交流会の開催、LGBTの普及に資するフライヤー作成・配布】 

☑ いつ？  令和３年４月１日 

            ～令和４年３月３１日 

・LGBTに関するフライヤーの作成 

 （4 コマ漫画を盛り込むほか、ショート動画を

作成し二次元 コードを掲載） 

→小中高 、非営利組織 、クリニック 、店舗 

など 502箇所に郵送 

 

☑ どこで？  船橋北口みらい図書館 

           または Zoom 

☑ 内容は？ LGBT 当事者等を対象と

した、年４回（対面１回、オンライン３回）

の交流会 （延べ参加者 24名） 
  

事業費(Ａ) 228,991円  支援金(Ｂ) 114,495 円 

 事業収入 28,000円   事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ） ５０．０％ 
 

事業費内訳（単位：円） 
 

1 イラスト作成費 30,000 4 フライヤー送料・Zoom使用料 68,920 

2 文具・消耗品費 14,252 5 郵送・切手代 9,500 

3 フライヤー印刷費 20,779 1～5 合計(Ａ) 228,991 

  

効
果 

・当事者同士の交流の場を提供できた 

・船橋市民への LGBTの周知・啓発に繋がった 

・船橋市が、LGBTの理解促進に積極的な自治体であることのアピールとなった 

 

工夫 

したこと 

LGBT 当事者の事例をベースに 4 コマ漫画やイラストを制作し、親しみやすく、分か

りやすいアプローチを心がけた。 
 

担当者より 

LGBTQ への無理解や偏見が社会課題となっている一方で、知る機会や

会う機会が少ないため、身近に当事者がいないと考える人が多いことが実

情です。船橋市民にももちろんLGBTQはいます。身近にはいないのではな

く、話せない社会であることが少しでも浸透していくと良いなと思っていま

す。フライヤーや交流会への反応などは限定的で、どうしたら市民に届くの

か試行錯誤しています。 

2021 年 12 月に船橋市にもパートナーシップ宣誓制度が制定されまし

た。より多くの市民に知っていただけるよう今後も取り組んでいきます。 

団体名 NPO法人 JASH日本性の健康協会 

事業名 船橋にも多様な性を語れる交流会を！ 種別 Ⅱ型（2年目） 
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団体概要  
2012 年発足、2013 年に NPO 法人化した「性の健康」に取り組む NPO 法人です。千葉県
を中心に関東圏での中学高校や教職員向けの講演活動、また LGBT 当事者と Ally の対 
話型交流会イベントを船橋やオンラインで開催しています。交流会は高校生から大人まで、年齢も
セクシュアリティも多様な参加者が集まり、性やセクシュアリティについて安心して話ができる場
を作っています。 

問合わせ先 氏名: 猪俣 加菜子 e-mail: info@npojash.org 

 

オンライン交流会の様子 
※いずれの写真も参加者から載許諾を得ています。 
 

フライヤー表面 フライヤー裏面 


